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論 文 題 目 歯形誤差形状が摩擦損失と騒音に及ぼす影響 
(平歯車とはすば歯車の場合) 
 要  旨 
○ 目 的 
平歯車の動力伝達効率は一般に約98％以上と非常に高い．しかし，この僅かな損失
は歯面の温度を上昇させるだけでなく，摩耗を引き起こし，スカッフィング発生荷重
を低下させることになる．そのため歯車の摩擦損失を少しでも低下させることは，工
業上非常に重要な課題である．はすば歯車は，平歯車と同様に自動車のトランスミッ
ション等で非常に多く用いられている歯車である．この歯車の最大の特徴は，運転が
滑らかでかつ静粛性に優れ，騒音が低いことである．しかし，実用的には大きな長所
をもっているにもかかわらず，様々な複雑な問題を抱えている．また，歯車の騒音は
人に不快な音であると認知されているため，これを低減することは非常に重要であ
る．歯車の効率及び騒音に関する研究の報告はこれまでにいくつかなされているが未
だ不明な点が多い．また，歯車のJIS精度等級は必ずしも歯車の運転性能と関連して
定められてはいないので，歯形精度と歯車の性能の関係を求めることは重要である．
そこで本研究では，歯形誤差形状が平歯車及びはすば歯車の摩擦損失と騒音に及ぼす
影響を調べた．試験歯車は平歯車の場合，歯形誤差形状は全部で9種類あり，歯先修
整にバレル研磨を施した歯車を加えて全部で10種類の歯車を用いた．はすば歯車の場
合，歯形誤差形状は全部で9種類あり，歯先歯元修整にバレル研磨及び二硫化モリブ
デン処理を施した歯車を加えて全部で11種類の歯車を用いた． 
○ 実 験 結 果 
歯形誤差形状が平歯車及びはすば歯車の摩擦損失と騒音に及ぼす影響に関して，本
研究の範囲内で得られた結果をまとめると以下の通りである． 
１．歯形誤差形状は，平歯車及びはすば歯車の摩擦損失と騒音に大きな影響を及
ぼす． 
２．平歯車の場合，歯形誤差形状の相違が示す摩擦損失率と騒音レベルにはある
程度の相関関係がある．即ち，摩擦損失率が低い歯形誤差形状の歯車は，騒
音レベルも低い傾向にある． 
３．平歯車の場合，摩擦損失率及び騒音レベルが共に低い歯形誤差形状は歯先歯
元修整，歯先歯元修整(大)の場合であり，逆にこれらが高い歯形は中凹であ
る． 
４．平歯車の場合，バレル研磨は摩擦損失率と騒音レベルを低下させる効果があ
るが，はすば歯車にはその効果は期待できない． 
５．はすば歯車の場合，摩擦損失率及び騒音レベルが共に低い歯形誤差形状は歯
先歯元修整，歯先修整の場合である． 
６．平歯車から得られた摩擦損失率と騒音レベルの関係は，必ずしもはすば歯車
には適用できない． 
７．平歯車においてもはすば歯車においても，標準インボリュート形状は，摩擦
損失及び騒音に関して必ずしも好ましい歯形形状ではない． 
